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一新 任特集 一

就任 の ご挨拶

看護部長就任にあた りご挨拶申し上 げます。

副部長 として着任 した昨年の春、看護部長は、「今年の新緑は、もうひとつね。」 と看護管理室か ら外

を眺めてそ うつぶやかれた。窓の向こうには、墨絵のように霞んだ美 しい若草色の木々が映っていた。そ

のとき、私は一昨年までの新緑の景色を一緒 に見たか った想いと、来年は、この景色を部長 と見 ること

のできな いことに、言い表せない寂 しさを覚えた。昔、看護学実習の折、旧病院の病棟処置室 の窓越 し

に堂島川 を見なが ら、「私は、阪大病院で働きたい。」 と心で思っていた。川の流れの傍にそびえ立つ巨

大な病院は、私の原風景だった。あれか ら30年 以上が経ち、叶うとは思っていなかった阪大病院に今身

を置かせていただいている。学生時代、雲の上の存在であった太丸操看護部長の立場に私がいる。身が

引き締まる思いだ。信 じがたい事実 に、日々大胆不敵な自分の行動 を後悔 しつつ、戻れない日々から自

分を解放 し、新 しい 日々へ と創 りかえる自分でありたい と思っている。

私が嫁 して最初に構えた住まいは、奈良県橿原市にある。 この地は、万葉集 にでてくる 「軽の社(か

るのや しろ)」ではないかといわれてお り、一千年以上前か ら人々が暮 らし続けていた歴史ある地である。

二階の窓か らは、香具山、耳成山とともに大和三 山のひとつとされる畝傍山を見 ることができた。その

麓には、近鉄南大阪線があ り、赤い近鉄電車が阿倍野方面に走 り過ぎるのをみて、「あれに乗れば姫路(郷

里)に 帰れ るのに」と思ったものである。万葉集に"香 具山は畝火雄々しと耳成 と相争ひき神代よ りかく

にあるらし古 もしかにあれ こそ うつせみも妻を争ふ らしき"と 、香具 山は畝傍山が素敵だ と耳成山と争

ったと歌われたように、そのこんもりと立つやさ しい姿は、私を育ててくれた大きな存在である。いつ

も畝傍山を見なが ら看護を考えていた。阪大吹田キャンパスは今まさに秋色に染まり冬に向か う人々を

あたたか く包んでくれている。きっと、畝傍山を包む甘橿の丘一帯もそ うなのだろう。そ して、次に移 り

住んだ茅渟(ち ぬ)の 海(大 阪市の南辺か ら岸和田市のあた りにかけての大阪湾の海)が 見える丘に立っ

住 まいか らは、遠 く行き交 う漁船をあきることな く眺めることができた。"妹がため貝を拾うと茅渟の海

に濡れ し袖は干せ ど乾かず"と 万葉集 に歌われた茅渟の海、そ こは私 を未来へ と続く夢へいつも誘って

くれた。

親 しい仲間や心の拠所 としての場所 を離れ、今自然豊かな新しい仲間のいる摂津の地に移 り住んだ。歴

史ある伝統 を守 り人間性豊かな優れた看護専門職員の育成、一人ひとりの看護職員の自律と協働 をもと

に、患者さまとともに歩む質の高い看護実践に取 り組む ことが私の役割である看護を管理す るというこ

の仕事の重みと責任に萎縮することなく、ケアされる人 もする人も含め幸せ を求めて生きる人々に対 し

てその役割を遂行 したいと思っている。

最後 に看護職員、病院 ・大学関係者の方 々の ご指導、 ご鞭撻 を切 にお願い申し上げます。

大阪大学医学部附属病院

看護部長 平山 三千代
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就任 の ご挨拶

私 の専 門は慢 性病看 護 で あ り、主 に慢 性 病 を もつ 人々 のセル フケア の支 援 に関す る研 究 に取 り組 んで

き ました。そ して、保 健学科へ 着任す る前 の半 年間、慢性病患 者 の看 護に関す る多 くの質的研究 を行な っ

て いるカ ナダ のバー バ ラ ・パ ター ソ ン先生 の と ころで ポス トドク トラル リサ ーチ フェ ロー と して 過 ごし

ま した。そ こで の経験 を紹介 しな が ら今 後 の抱 負 を述 べ させて いた だ きた い と思 い ます。

<ChronicIlInessLaboratoryinschoolofnursing,UniversityofNewBrunswickで の経験>

1)学 際的 な研 究 チー ム

パ ター ソ ン先生 は、様 々 な外部 資金 を獲 得 しな が ら慢 性疾患 に関す る質 的研究 を行 って いま した。そ

の中 には、 医師 、心理 学者 、社 会学 者な ど様 々な専 門職 種 と研 究 チー ム を組ん で取 り組 んで い る もの も

多 くあ りま した。私 の今 まで の研究 の多 くは看護 の専 門家 のみ の研究 チー ムで した 。そ して 、必要 が あ

れば 、他 の専 門家 の人 に意 見 を求 め る とい うス タイ ル で研 究 を進 めて き ま した。

あ る時 、パ ター ソ ン先生が研 究 チー ム の会議 が終 って 部屋 に戻 って こられた とき 、なか な か主張 が理

解 して も らえず会 議が 長 引 いた とす こ し疲れ た様子 で話 され た ことが あ りま した。 しか し、 先生 は 「学

際的 なチーム で研 究 を行 うとき には これ は よ くある こと。疲 れ る こと もある けれ ど、 こ うい う機会 を通

して看 護や質 的研 究 の意義 を理 解 して も ら うことが大切 。 また 、 こう した 議論 を通 じて新 た なアイ デ ア

が浮 かぶ こと もある」 と話 して くれ ま した。

私 は、以 前 、糖尿 病看 護 を実践 して い る看護 師 さんか ら 「食 事療 法 は栄養 師 さん、運 動療 法 は運 動療

法士 さんに して もらえば いい。看護 師 さんって何す る の?」 と医師 に言われ た と聞いた ことが あ ります。

様 々な職 種 の方が そ の専 門性 を発揮 す る 中、患 者 に とって よ りよい医療 をチー ム と して提 供 で きるた め

には看護 と して の役割 やそ の意 義 を明確 に し、それ を他 の医療 職 者や社 会 一般 の人 々 に理解 して も らう

ことが必 要で す。そ の意味 にお いて私 は バ ター ソン先生 がお っ しゃ った言 葉 を重 く受 け止 め な けれ ばな

らな いと思 い ま した。 そ して 、大阪 大学 とい う学 際的な環境 に身 をお くことが出来 た こ とを機 に、今 後、

様 々な専 門分野 の先 生方 と研究 チー ム を組 み、刺激 しあいなが ら研究 が進 め られれ ば と期 待 して います。

2)質 的研究 に基 づ いた 政策 提言

パ ター ソ ン先 生は政 策提言 につな げ る ことを 目指 した質的研 究 もい くつ か行な って いま した。例 えば 、

糖 尿病 を もつ メキ シコ に住 む アメ リカか らの移 住 者や透 析 を して い るカナ ダ の原住 民 の人た ち の現 状 な

どです 。 これ らの研 究 をも とに医療 シス テム と現状 とのギ ャ ップが ど こにあ るのか 、 ど うい う状況 が 医

療 シ ステム の利 用 を妨 げて い るのか な どを 明 らか に し、 よ り効 果 的で 利用 可能 なヘル ス ケ アシス テムや

ヘ ル ス ケアガイ ドライ ン を提 言 す る こと につな げて い ま した 。

日本で は、看護 の立場 か ら行 なわ れた政策 提言 に向 けた研 究 は まだ 十分 とは言 えな い状 況が あ ります。

また 、 こう した領域 で の研究 は 、集 団 を対 象 と した 量的研 究 が 中心で あ り、質 的研 究 で はエ ビデ ンスが

低 い と考 え られ る傾向 にあ ります。私 自身 も この領域 で の質 的研 究 の意 義 を あま り認 識 して いな か った

と ころがあ りま した。 しか し、パ タ ーソ ン先 生の研究 か ら政策 提言 に向け た質 的研 究 の意 義 を知 る こと

が で き、よ りよ い医療 シス テム の確立 に 向 けて 、量 的研 究 、質 的研 究そ れぞ れ の特 徴 を活 か し、 よ り多

角 的な 視点 で研 究 を積 み重 ねて い くこ との 重要 性 を改 めて感 じ ま した。

短期 間では あ りま したが、 い ろい ろな刺激 を受 け、学 ばせ て も らった貴 重な6ヶ 月で した 。そ こで の

刺激 を胸 に秘 めつつ 、実践 の科 学で あ る看護 と して 、看護実 践 の中で 生 じた疑 問や気 付 き を大 切 に教 育 、

研究 に取 り組 んで いき た い と考 えて い ます 。そ して 、そ のた め には附属病 院 との連携 が不 可 欠 と考 えて

お ります 。新 参 者で は ご ざい ますが 、 関係各位 の皆様 今後 と も どうぞ よろ しくお願 い いた します 。

大阪大学大学院医学系研究科

保健学専攻 統合保健看護科学分野

看護実践開発科学講座(成人 ・老人看護学)

教授 清水 安子
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大 阪大学看護学雑誌Vol.14No.1(2008)

この春、大阪府立大学看護学部か ら基礎看護学講座 に赴任してまい りましたが、大阪大学にお世話に

なるのは今回で3度 目となります。1度 目は大阪大学医療技術短期大学部看護学科の学生 として、今か ら

ちょうど30年 前の1978年 か らの3年 間、2度 目は卒業 ・進学、就職を経て、大阪大学医療技術短期大学

部看護学科助手(基 礎看護学、地域看護学)と しての1986年 か らの5年 間です。そ して、この度は看護

管理学を標榜 させていただくこととな りました。

看護管理学は、看護サー ビスの質を良い状態に保つために、看護職者がそれぞれの立場や役割 におい

て 「ヒ ト、モノ、カネ、情報、時間」 といった資源 を、いつ、 どこで、どのように、扱えばよいのかを

明らかにしてい く学問であるといえます。 しかしサービスは、必要とされるその場で、提供者の能力に

左右されなが ら形づくられ、形として残 らないものなので、その良し悪 しの判断も、その場その場で異

なるという特徴があ ります。そ こで、サービスの良否 の判断基準に通貨 という金銭価値を当てはめて考

えてみたいとい うのが、私が これから取 り組 もうとしている内容です。確かに金銭感覚は個々人の経済

状態や価値観 によって大きく異なるものですが、サービスや品物 を購入するかどうかは、ニーズ と懐具

合に合せて、各自の金銭感覚で評価 して決めています。看護というサー ビスの評価に際 して も、 日々の

金銭感覚がひとつの物差 しとなることには変わ りあ りません。そ して、個人の感覚をひ とつの尺度とし

てあ らわす ことができるだけのデータを集めることによって、共通の評価 にな り得 ると考えています。

さて、前任校の大阪府立大学では、その前身の大阪府立看護大学が開学した1994年 か ら13年 間在籍

し、基礎看護技術 を中心に基礎看護学 を担当してきました。その間、かな り自由に仕事 をさせていただ

きなが ら、組織再編や大学の統合 ・法人化などを体験 し、さまざまな局面に関わる中で看護基礎教育の

重要性を学ばせていただきました。大学のおかれている状況は、 ここ10年 の間に大きく変化 してきまし

たが、 これか らは外部環境に適応するだけでな く、独 自性をもって内部の環境を整えて いく時期 を迎え

ていると思います。

大阪大学に戻 って くるまでに、3つ の大学を卒業 ・修了し、それぞれに同窓会の案内をいただきます

が、会の一員であると自覚しているのは、大阪大学の看護教育機関の同窓会組織である 「大阪大学看護

同窓会」です。そ して、このたび思いがけず も、多 くの方々のお力を得て 「母校」で仕事をさせていた

だくことにな りました。3度 目の正直 となるよう、与えられた役割 に即 して、ひとつひ とつの仕事をき

ちんとこな していきたいと考えています。

どうぞ皆さま、よろしくお願いいたします。

大阪大学大学院医学系研究科

保健学専攻 統合保健看護科学分野

総合ヘルスプロモーション科学講座(基礎看護学)

教授 井上 智子

39



大阪大学看 護学雑 誌Vo1.14No.1(2008)

就任 の ご挨拶

この度平成19年4月1日 付けで、城戸良弘先生の後任として、看護実践開発科学講座の教授に就任致

しました。

私 は昭和55年 大阪大学医学部を卒業、同附属病院で1年 間の研修後、第二外科に入局 しました。昭和

56年 よ り箕面市立病院で3年 間の研修、昭和59年 より第二外科 に帰学 し研究を行 った後、昭和63年 那

智勝浦町立温泉病院に外科医長として勤務、昭和64年 に再び帰学 しま した。平成4年7月 より半年間大

阪拘置所医務部での勤務を経て、平成5年1月 大阪大学医学部第二外科(後 に消化器外科)助 手、平成

8年8月 よ り同附属病院手術部に異動 し平成17年1月 以降は副部長を勤めました。なお、この間昭和62

年 にケンブリッジ大学、平成2年 ～3年 にカ リフォルニア大学ロサ ンゼルス校 に留学 しま した。

卒業後一貫 して消化器 ・一般外科の臨床 ・研究 ・教育に取 り組み、中で も肝胆膵を主な対象領域とし

てきました。なお、上部消化管や乳腺内分泌の外科にも、各々1年 半程の短期間ではあ りますが、大学

の助手として担当 した経歴があります。肝胆膵領域の中では、まず、肝細胞癌に対する集学的治療をテー

マ とし、術前肝動脈塞栓療法やイ ンターフェロン併用化学療法の研究を行いました。また、肝移植もテー

マ とし、その適応 と至適手術時期、胆汁中IL-6に よる拒絶反応の診断、生体肝 ドナーの合併症に関する

研究(Lancet362:687-690,2003)等 を行ってきました。更に、手術部に異動後は、手術医学と医科器

械学について、感染対策や機器管理を中心に研究 しました。

私が取 り組んできた癌治療、臓器移植、手術医学の全ての分野において、チーム医療の重要性 を痛感

してきました。 しかも、最近の医療の高度化 と社会の要請に伴い、その重要性は益々増しています。保

健学科の有す る3つ の専攻分野の全てが重要ですが、看護がチーム医療に果たす役割は特に大きく、こ

のような時機 にその教育に携わることができるのは大変や りがいのある ことと考えてお ります。高度の

専門医療知識 を持つと共 に、病んだ人の心を慮 りケアを行える豊かな人間性 を持 った医療人を育成する

ことを目指 し、また、次世代の指導者となる医療人の育成も目標 とし、教育 に研究に精一杯取 り組んで

行きたいと存 じます。

最後に、大阪大学保健学科看護学専攻 と私とのこれまでの関わ りにつき、少 し触れさせて頂きます。平

成3～6年 私は毎年石橋の学舎にお伺 いし、「肝 ・胆 ・膵の疾患」の講義を担当させて頂きました。また、

平成13～19年 の問は、厚生労働科学研究のデータ入力と整理 を、保健学科の学部/大 学院の学生に一

緒 にして頂きました。何れの経験においても学生のポテ ンシャルの高さを感 じ、今後私の保健学科での

教育 ・研究は とて も楽 しいもの にな ることと確信 してお ります。

本雑誌の城戸先生の退職 のご挨拶に、「阪大の保健学科が他大学に比べて大 きく評価できる事のひとつ

が看護系教員 と医系教員の良き協力関係である」とございました。皆様方の今後のご指導、 ご鞭撻 を何

卒よろしくお願い申し上げます。
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大阪大学大学院医学系研究科

保健学専攻 統合保健看護科学分野

看護実践開発科学講座(成人 ・老人看護学)

教授 梅下 浩司


